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例題

[1] 1, 2, 3と書かれた 3枚のカードの中から 1枚を取り出し、元に戻さずに再び 1枚を取り
出す。
(1) 標本空間Ωを具体的に書け。
(2) 取り出された 2枚のカードに書かれた数字の和をX とする。このとき各 ω ∈ Ωに
対してX(ω)を求めよ。
(3) P (X = 4) = P ({ω ∈ Ω |X(ω) = 4})を求めよ。

[2] 確率空間 (Ω,F , P )上の写像X : Ω → Rに対して、Xが確率変数のとき、2X +3も確
率変数である事を示せ。

レポート問題 以下の [3],[4]の解答を、次回の授業のはじめに提出して下さい。（授業
に関する要望・質問等があれば、レポートの余白に記入して下さい。）

[3] それぞれの面に 1から 4までの書かれた正四面体のサイコロを 2回投げる。
(1) 標本空間Ωを具体的に書け。
(2) 出た目の和をXとする。このとき各 ω ∈ Ωに対してX(ω)を求めよ。
(3) P (X < 4) = P ({ω ∈ Ω |X(ω) < 4})を求めよ。

[4] 確率空間 (Ω,F , P )上の写像X : Ω → Rに対して、X が確率変数のとき、X2も確率
変数である事を示せ。但し、[6]の結果を説明なしで用いてよい。

補充問題

[5] 確率変数Xと実数 a, b (a < b)に対して次を示せ。

(1) P (a < X < b) = P (X < b)− P (X ≤ a).

(2) P (a ≤ X ≤ b) = P (X ≤ b)− P (X < a).

[6]確率空間 (Ω,F , P )上の写像X : Ω → Rに対して、Xが確率変数のとき、任意の a ∈ R
に対して {X < a} ≡ {ω ∈ Ω |X(ω) < a} ∈ F となる事を示せ。
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